
 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 10月 18日（17：30～20：10） 

 

 

  １．初期支援（はじめのかかわり） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
大島・水谷・矢嶋・加藤・笹井・溝口・田中・

若山・久國（すべて常勤） 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
3人 11人 人 人 14人 

 

前回の改善計画  

・緊急の受け入れ以外は支援が始まる前にきちんと情報収集を行う 

・利用開始後も援助を行う中で情報収集を続け必要な援助を見極める 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・急なサービスの利用開始以外は、事前の情報が昨年に比べて出来ていた 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の情報やニーズについて、利用開始前

にミーティング等を通じて共有しています

か？ 
5 6 2 1 14 

② 
サービス利用時に、本人や家族・介護者が、

まず必要としている支援ができています

か？ 
4 10   14 

③ 
本人がまだ慣れていない時期に、訪問や通

いでの声掛けや気遣いができていますか？ 

 
5 9   14 

④ 
本人を支えるために、家族・介護者の不安を

受け止め、関係づくりのための配慮をして

いますか？ 
3 8 2 1 14 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・利用開始前にミーティングで情報共有している 

・支援の中での情報収集・同行訪問での情報共有 

・伝達事項・サマリーにしっかりと目を通す  

・声掛け・挨拶に気づかいしている 

・お会いできるご家族とは会話を心がけている 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・利用開始後の情報収集 

・勤務時間的にミーティングに参加できずリアルタイムでの情報収集 

・サービス利用開始が重なるときに交錯するときがある 

・知りえた情報の共有方法が不十分 

・小さな SOSに気づけていない 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・多角的な視点が持てるので、担当者会議や面接時は、できるだけケアマネと介護職 2人で参加するよう

にする 

・ミーティングで出た内容も記録に反映させ、他の職員と情報が共有できるようにする 

・対応した職員が必ず記録を残すようにする 

 
 

  

事－① 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 10月 18日（17：30～20：10） 

 

 

２．「～したい」の実現（自己実現の尊重） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
大島・水谷・矢嶋・加藤・笹井・溝口・田中・

若山・久國（すべて常勤） 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
1人 8人 5人 人 14人 

 

前回の改善計画  

・声に出されない方のニーズをかかわりの中で拾い上げ、記録に残す 

・～したいを見つけることは難しくても、こちらが提供するレクリエーションの中で楽しんでおられる部

分を拾い上げる 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・いろいろなレクレーションの提供を行い、こちらが思っていない一面を見ることができた 

・ミーティングで様子などはなしていたが記録には残せていなかった 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
「本人の目標（ゴール）」がわかっています

か？ 

 
1 5 7 1 14 

② 
本人の当面の目標「～したい」がわかってい

ますか？ 

 
 9 5  14 

③ 
本人の当面の目標「～したい」を目指した

日々のかかわりができていますか？ 

 
 9 5  14 

④ 
実践した（かかわった）内容をミーティング

で発言し、振り返り、次の対応に活かせてい

ますか？ 
1 5 6 2 14 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・好きなことややりたいことが明確な方にはレクなどで提供できた 

・自らレクに参加されない方にも隔たりなく促す 

・本人のしたいことは様子を見て把握するようにしている 

・その方にあった食事方法をチームで検討し実践できた 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・本人の目標を意識した関り・やりたいことが明確でない方への関わり 

・本人の希望よりもご家族の希望を優先してしまっている 

・かかわった内容を記録に残すところまでできていない 

・利用者の入れ替わりが激しく追いつけていない 

・思い込みで対応している部分もあり新たな「～したい」が引き出せていない 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・目の前の「～したい」だけにとらわれず、本来の目標はなにかを意識し見極める 

・思い込みで対応しないようにし、アプローチをいろいろと工夫する 

 

 
 
 

 

 

 
 

 

  

事－② 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 10月 18日（17：30～20：10） 

 

 

  ３．日常生活の支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
大島・水谷・矢嶋・加藤・笹井・溝口・田中・

若山・久國（すべて常勤） 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
人 3人 8人 3人 14人 

 

前回の改善計画  

・引き続き生活歴アンケートの活用・定着を心掛ける 

・小さな習慣や暮らし方も気づいたときに生活歴アンケートに書き込む 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・生活歴アンケートの活用は初めのころはできていたが、継続できていない 

・アンケートを記入していただく負担等もあり、回収ができないときもある 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の自宅での生活環境を理解するために

「以前の暮らし方」が 10 個以上把握できて

いますか？ 
 1 11 2 14 

② 
本人の状況に合わせた食事や入浴、排せつ

等の基礎的な介護ができていますか？ 

 
7 6 1  14 

③ 
ミーティングにおいて、本人の声にならな

い声をチームで言語化できていますか？ 

 
4 5 4  13 

④ 
本人の気持ちや体調の変化に気づいたと

き、その都度共有していますか？ 

 
7 7   14 

⑤ 
共有された本人の気持ちや体調の変化に即

時的に支援できていますか？ 

 
7 5 2  14 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・体調の変化に気づきそれに応じた支援ができている 

・入浴・排泄も状態に合わせてできている 

・一人一人に応じた援助ができている 

・ミーティングでの変化の共有 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・以前の暮らし 10個以上の把握 

・ご利用者全員の生活環境の把握 

・過剰な心配で在宅生活で必要なことを奪っていないか？ 

・生活歴アンケートの活用 

・訪問の機会なく具体的にイメージできない 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・今までの生活歴が分かるようなコミュニケーションツールを普段の関わりの中でご利用者と一緒に作成

する 

・その方の出来ることに視点をおく意識をもって関わる 

 

 
 

  

事－③ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 10月 18日（17：30～20：10） 

 

 

  ４．地域での暮らしの支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
大島・水谷・矢嶋・加藤・笹井・溝口・田中・

若山・久國（すべて常勤） 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
1人 6人 3人 4人 14人 

 

前回の改善計画  

・今まで利用されていた地域資源を知り、活用できるようにしていく 

・可能なら地域ケア会議に参加させてもらう 

 

前回の改善計画  

前回の改善計画に対する取組み結果  

・地域ケア会議に参加できた 

・行きつけの理容室にいったり、行きなれたスーパーに買い物にいくなどでその方の地域資源の活用はで

きている 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人のこれまでの生活スタイル・人間関係

等を理解していますか？ 

 
1 7 5 1 14 

② 
本人と、家族・介護者や地域との関係が切れ

ないように支援していますか？ 

 
 10 1 3 14 

③ 
事業所が直接接していない時間に、本人が

どのように過ごしているか把握しています

か？ 
 8 4 2 14 

④ 
本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域

の資源等を把握していますか？ 

 
 4 6 4 14 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・記録などから地域での暮らしの様子を把握しようと心がけている 

・独居の方が地域との関係性が途切れないように気をつけている 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・民生委員などの理解 

・家族と同居の方や高齢になってから越して来られた方は地域とのかかわりが分かりにくい 

・地域資源の理解 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・ご家族とも相談しながら、その方の地域での関りが途切れないように支援を続ける 

・訪問時に、地域でのお知らせの案内があるかなど確認したり、その方の地域の民生委員や老人福祉員と

連絡を取り合うなど連携をとれるようにする 

 

 
 
 

 

 

  

事－④ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 10月 18日（17：30～20：10） 

 

 

  ５．多機能性ある柔軟な支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
大島・水谷・矢嶋・加藤・笹井・溝口・田中・

若山・久國（すべて常勤） 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
人 7人 4人 3人 14人 

 

前回の改善計画  

・客観的な視点を持って事業所だけで抱え込まずに地域資源も活用する 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・事業所だけで完結しようとしてしまい、地域資源を活用できなかった 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
自分たち事業所だけで支えようとせず、地

域の資源を使って支援していますか？ 

 
 7 4 2 13 

② 
ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」が妥

当適切に提供されていますか？ 

 
4 6 2 2 14 

③ 
日々のかかわりや記録から本人の「変化」に

気づき、ミーティング等で共有することが

できていますか？ 
5 5 2 1 13 

④ 
その日・その時の本人の状態・ニーズに合わ

せて柔軟な支援ができていますか？ 

 
6 6 2  14 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・医療との連携 

・急な訪問や宿泊などの対応 

・宿泊など急な対応もできているがケアマネ・上層部の判断で決まることが多い 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・ボランティアなど介護保険以外の活用 

・事業所だけで抱えてしまっている 

・地域資源の活用 
 

 

 

 

 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・事業所においては柔軟な対応はできているが、地域資源の活用もできるように、ご利用者のそれぞれの

地域での資源は何があるか、どのような連携をとれるのか考える 

 

 

 

 
 

 

 
 

  

事－⑤ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 10月 18日（17：30～20：10） 

 

 

  ６．連携・協働 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
大島・水谷・矢嶋・加藤・笹井・溝口・田中・

若山・久國（すべて常勤） 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
人 5人 4人 5人 14人 

 

前回の改善計画  

・可能な限り担当者会議やモニタリングに他職員も参加していく。そのために必要な業務改善も行う。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・参加できている職員とできていない職員がいる 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
その他のサービス機関（医療機関、訪問看

護、福祉用具等の他事業所）との会議を行っ

ていますか？ 
1 6 1 5 13 

② 
自治体や地域包括支援センターとの会議に

参加していますか？ 

 
2 2 3 5 12 

③ 
地域の各種機関・団体（自治会、町内会、婦

人会、消防団等）の活動やイベントに参加し

ていますか？ 
3 5 2 2 12 

④ 
登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民

が事業所を訪れますか？ 

 
1 2 4 6 13 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・地域のお祭り「堀川まつり」への参加 

・包括の会議や地域のイベントへの参加 

・運営推進会議の参加 

・地域の方へのあいさつ 

・中学校の学習体験の受け入れ 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・地域の方が訪れることはほぼない 

・医療機関への会議参加 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・引き続き、担当者会議やモニタリングに介護職員も参加できるように日勤割を意識して組む 

・避難訓練の時に、地域の防災担当の方等に訓練を見てもらう 

 

 

 

 
 

 

 
 

  

事－⑥ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 10月 18日（17：30～20：10） 

 

 

  ７．運営 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
大島・水谷・矢嶋・加藤・笹井・溝口・田中・

若山・久國（すべて常勤） 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
人 5人 6人 3人 人 

 

前回の改善計画  

・施設の中を知ってもらうような取り組みを考えてみる(見学会やフリマなど) 

・引き続き他職員も運営推進会議に参加する 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・運営推進会議に職員が順番に参加できている 

・施設内を知ってもらう取り組みはできていない 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
事業所のあり方について、職員として意見

を言うことができていますか？ 

 
2 4 8  14 

② 
利用者、家族・介護者からの意見や苦情を運

営に反映していますか？ 

 
2 10 1 1 14 

③ 
地域の方からの意見や苦情を運営に反映し

ていますか？ 

 
2 5 4 2 13 

④ 
地域に必要とされる拠点であるために、積

極的に地域と協働した取組みを行っていま

すか？ 
 5 5 4 14 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・運営推進会議への参加 

・意見や苦情を聞いた時は伝えるようにしている 

・事業所のあり方はまだ意見できないがどの職員にも相談や報告がしやすい環境である 

・日々のかかわりの中から嫌な思いをされていないか感じ取る努力をしている 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・施設の中を知ってもらう取り組みや働きかけ 

・地域との共同した取り組み 

・勤務歴がまだ浅くそこまで考えられていない 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・地域の人に知っていただくために、目印になるようなアイテムを作成する 

・日曜日の空きフロアを活用した地域に開かれたイベントを考える 

 

 

 

 
 

 
 

  

事－⑦ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 10月 18日（17：30～20：10） 

 

 

  ８．質を向上するための取組み 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
大島・水谷・矢嶋・加藤・笹井・溝口・田中・

若山・久國（すべて常勤） 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
人 6人 6人 2人 14人 

 

前回の改善計画  

・引き続き研修などに積極的に参加する 

・専門職などに意見を聞いて勉強会や研修を事業所内でも行う 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・専門職を招いた研修が出来ていない。 

・積極的な研修の参加はできていない 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
研修（職場内・職場外）を実施・参加してい

ますか 
 

2 9 1 2 14 

② 
資格取得やスキルアップのための研修に参

加できていますか 
 

1 2 6 3 14 

③ 
地域連絡会に参加していますか 
 
 

1 4 2 7 14 

④ 
リスクマネジメントに取組んでいますか 
 
 

4 3 5 1 13 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・法定研修や 28日研修への参加 

・事故・ヒヤリの振り返りの実施 

・事業所連絡会への参加 

・介助に活かせる動画などを見て勉強している 

 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・決められた研修以外への参加 

・スキルアップ研修への参加 

・専門職を事業所に招いての勉強会 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・専門職による研修があれば参加する 

・個々が参加しやすいと思える研修を探し参加しスキルアップを目指す 

 

 

 
 

 

 

 
 

  

事－⑧ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 10月 18日（17：30～20：10） 

 

 

  ９．人権・プライバシー 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
大島・水谷・矢嶋・加藤・笹井・溝口・田中・

若山・久國（すべて常勤） 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
人 11人 3人 人 14人 

 

前回の改善計画  

・伝達ノートを活用しつつ、口頭で伝える場合も時と場所を考えて小さな声で伝達する 

・自分のことを大きな声で話されているとどんな気持ちになるんだろう…と自分事として考える。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・小さな声で声掛けを行うように意識できている 

・伝達ノートの活用はできている職員とできていない職員とがいる 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
身体拘束をしていない 

 

 
10 4   14 

② 
虐待は行われていない 

 

 
12 2   14 

③ 
プライバシーが守られている 

 

 
1 10 3  14 

④ 
必要な方に成年後見制度を活用している 

 

 
8 3  2 13 

⑤ 
適正な個人情報の管理ができている 

 

 
2 10 1  13 

 

できている点 200字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

・フロア内で伝達するときは個人名を伏せたり声の大きさに気を付けている 

・スピーチロックをしないように心掛けている 

・成年後見制度へのかかわり 

・伝達ノートの活用を行えている 
 

できていない点 200字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

・夕方のミーティング時に利用者が残っている中で個人情報的なことを話している 

・咄嗟に『座って』『待って』など言ってしまう時がある 

・伝達時に声が大きくなってしまう時がある 

・日勤割を開いたままだったり、自分のデスクに個人情報に含まれるものを置いたままにしている 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200字以内） 

・伝達ノートには簡潔に記入し、各自訪問前に見る習慣をつける 

・引き続き自分のことを大きな声で話されているとどんな気持ちになるのだろう…と自分事として考え

る。 

 

 
  

事－⑨ 


